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共同研究報告
1．研究目的
　昨年度、『「内向き志向」の若者を「外向き志向」に育てるプロジェクト研究』として行った
共同研究の結果、見えてきたのが、まず海外へ行かせて、そこでの経験から海外で活躍するた
め、海外で楽しむためには語学力、特に英語が話せることが必要不可欠だと実感させて、英語
の勉強に動機づけて行くことの有効性である。
　ただ、旅行した瞬間にそのような思いを持っても、具体的に語学力を高めるプログラムが身
近にないと、その思いはいつの間にか消えていってしまうのが現実である。
　そこで、今回、まず海外に行かせるという第 1 段階を突破した学生を、その心の火が消えな
いうちに第 2 段階として語学力強化のための語学留学のプログラムを構築するために、初めて
の海外を経験して語学学習に動機付けされた学生を海外の語学学校に留学させ、そこでの体験
や語学力の上達の状況から効果を見極める研究を行い、その成果を海外の語学学校への留学プ
ログラムを本学の教育プランに盛り込んでいくことに反映をしたいと考えている。
　語学留学については、既にアメリカやオーストラリアへの留学プログラムはあるが、円安に
より海外滞在費が上昇しており、経済的な理由が海外留学を躊躇させる原因になっていること
から、学生の負担能力を考えた「経済性」の観点からの考慮も必要である。
　経済性の観点からは、実際に海外へ出かけなくても勉強できるオンライン英会話があるが、
画面上の先生との会話だけでなく、食事をするとき、買い物をするときなど、今覚えた会話を
実際に使える環境が無いなかでは、効果面での限界も見えてくる。語学の習得に海外留学が有
用なのは、語学レッスンの場だけでなく、教室以外の場でネーティブスピーカーとの実践的な
会話練習があるからで、英語圏の語学学校への留学プログラムをいかに安価に提供できるかが
課題となる。
　そこで、今回、留学の派遣先として選んだのがフィリピンのセブ島にある QQEnglish である。
この会社は、日本の会社が現地に設立した英会話学校で、日本語でのサポートあり、また教室
でのマンツーマンレッスンとオンライン英会話スクールを併設しているハイブリット型の語学
学校で、留学期間だけでなくその後のフォローもできることから経済性と有効性を兼ね備えた
語学留学が可能であり、継続的な語学の鍛錬を行える魅力がある学校であることから候補とし
て選定をした。
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2．研究内容
2.1　学生が参加した QQEnglish の教育プログラム
（1）マンツーマン授業
　日本では、多くの英会話学校は、料金設定の面からグループレッスンになっているのが通常
である。ところが、セブ島の語学学校はフィリピンという人件費の安い国にあるため、マンツー
マン授業が基本となっている。マンツーマンの効果は、1回のレッスンあたりの会話量に表れ
る。学生4人に教師1人のクラスと比べると、マンツーマン授業は会話量が4倍にもなり、また、
隣の人と自分を比較して劣等感から口が動かなくなる恐れもなく会話が出来ることから、集中
して加速度的に英語力を鍛える効果が期待できる。
（2）安全面への配慮
　セブ島はリゾートで、首都マニラなどと比べて安全な地域ではあるが、犯罪の危険性は日本
に比べたら相当に高い。そのため、セブ島の語学学校の多くは、この治安上の不安を逆手にとっ
て、学生を高い壁や柵で防犯対策がされた学校施設に軟禁状態にして英語漬けにする方法で教
育をしている。しかし、これでは学校の外に出て、買い物や食事をして実践的に会話力を磨く
機会がなくなり、楽しく語学力を向上させることが出来ず、ストレスがたまることで心身への
影響も懸念され、学生を送り出す環境としては問題があるといえる。
　日本人経営の QQEnglish では、治安という問題に対して大きなコストをかけることで対処
している。フィリピンには、政府が海外からの投資を呼び込むため、エリアを限って、面的に
警備を充実しているビジネスセンターやリゾート地区など特別な地域がある。QQEnglish で
は、治安対策のためこのような特別な地域を選んで学校を立地している。当然この地域は、家
賃も高く、大きなコスト負担になるが、QQEnglish では、対面授業の学校に加え海外向けの
オンライン英会話も併設することで学校の 24 時間営業化で効率化を図り、高い家賃の下でも
安価なレッスンを提供できる体制を構築出来ており、「門限なしでも大丈夫。セブ島で一番安全」
を標榜している。
（3）「安さ」と「近さ」
　欧米に留学しようとすると、航空運賃の負担が大きいだけでなく、物価が高いことから生活
費も高く、トータルの負担は大学の年間学費並みになるのが普通である。ところが、フィリピ
ンは、渡航費や物価が安く、現地での生活費などを含めても圧倒的に低コストで留学すること
ができる。渡航する際の飛行時間も、日本から片道最短 4時間半と近く、ほとんど時差もない
ことから 1週間単位でのお試し短期留学もできることが魅力となっている。
（4）プランと料金設定
　QQEnglish では、1日あたり 6時間のマンツーマン授業が基本で、オプションでそれにグルー
プレッスン 2時間ないしマンツーマン授業 2時間を付けることができるようになっている。月
曜日から金曜日までの 5 日間がワンパッケージ、つまり 30 時間のレッスンが受講する際の単
位で、何週間でもオーダーメイドで授業を続けられる形になっている。料金設定としては、短
期間だと割高になるような設定で、3週間を超えると、1週あたりの追加料金は宿泊費込み（1
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人部屋利用）で 4万円程度になることから、1ヶ月から 2ヶ月程度の中期の利用が、費用対効
果の面で最もお得なプランとなる。
2.2　参加学生の感想
（1）3 年生女子
　研修内容は、マンツーマンの英語の授業で 1コマずつ担当の先生のブースに行き、授業を受
けるというものでした。授業は、文法や発音、会話などの授業がありました。先生はほとんど
がフィリピン人で、授業中は英語のみです。なので、先生の英語が分からないときには、先生
がまた別の英語で説明をしてくれたり、辞書で調べたりしていました。
　そんな語学研修で学んだことは、間違いを恐れないということです。これは誰もが小学校に
入ったくらいから何度も言われてきたことだと思います。私も耳にたこができるくらい言われ
たことなので、頭では分かっていて、恐れずに行動しているつもりでした。ですが、実際にこ
の語学研修でそれができていなかったことを実感しました。最初の頃は先生の英語が分からな
くても、聞き直すことや、分からないと言う勇気がなくてそのままにしてしまっていました。
ある時、思いきって分からないと言ったら、先生が快く、そして私に伝えようと一生懸命教え
てくれました。そこから、なんだか気持ちが楽になり、そんな先生たちに色々応えたく、ちゃ
んと自分が思っていることを伝えようとしたら、授業が今まで以上に楽しくなりました。それ
をきっかけに、自分の思っていることをちゃんと伝えようとしました。それが、この語学研修
で得たものだと思います。
　今後の目標として、もっと海外に出て視野を広げて活動しようと
思いました。自分が外に出て色々体験することによって、今回のよ
うに気づくことがたくさんあるからです。今回は語学研修でセブ島
に行きましたが、語学はもちろんのこと、語学以外の様々なことも
学ぶことができました。セブ島の生活や文化、そこに住んでいる人
たちの考え方など、実際にその場所で生活をすることによって、感
じるものが多くありました。それと同時に、当たり前になりすぎて
気づかなかった日本のことも気づくことがありました。その気付き
や、新たな価値観を得たことも、私にとって、この語学研修に行く
前後での大きな変化です。このように、自分がいるところから飛び
出していくことによって、学べることや新たに気づくことがたくさ
んあるので、頭でっかちの人間にならないためにも、実際にその現
地に行きたくさんの事を体感して学びたいと思いました。
（2）3 年生女子
　QQEnglish での研修内容としては、私達はまず初日
にクラス分けテストを受験しました。そこではリスニン
グやライティングなどが試験問題として出されました。
次の日には自分の成績に応じたクラス分けがされ、私は
ビギナークラスとして学習に取り組みました。ビギナー
クラスは 1 コマ 50 分の授業を 1 日の中で 6 コマこなし （レッスン室の風景）
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ていきます。　　　　　　　　　　　　　　　
　1 コマ 1 コマの学習する内容は全て違い、vocabulary（単語）の授業や pronunciation（発
音）など様々なものを学びました。授業を進めていく形態は自分と同じような年齢の先生とマ
ンツーマン形式で進めていきました。授業も先生と会話形式で行われていくので気軽に分から
ない部分の質問もできるし、授業に疲れたりしたら先生が雑談をしてくれたりもしたのでとて
も学びやすい雰囲気でした。
　この研修で学んだことは、「決してあきらめないこと」です。私は、授業内で英語の文章を
読み進めていく上で分からない単語があったり、意味を調べても自分で納得出来なかったりし
ても先生に質問せずに諦めてしまい、次の問題へと進めていました。そのため問題も勘で答え
たりするものも多く、正解しても、少しも自分のためになっていないなと思いました。先生方
と雑談する時も自分の言いたい単語が出て来なかったりしたら、調べもせずに諦めてしまうこ
とも多かったです。しかしある時それではダメだと思うようになりました。きっかけは隣で私
と同じように受けている生徒さんの授業をみたからです。その生徒さんは先生に分からないこ
とがあったら直ぐに質問もしていて、自分が納得するまでやり続けていました。
　そんな姿を見て自分も頑張ろうと強く思うようになり、次の日からは積極的に自分から質問
して、簡単に問題を諦めないように頑張りました。そんな姿を見てくれた先生たちも熱心に教
えてくれるようになり二週間目の最後の日には初日に
比べて格段スムーズに会話ができるようになっていま
した。
　今後の目標としては、英語以外に対しても決して諦
めないようにすること。英語に関して、自分の知らな
い単語などを 1 日の 2 つ 3 つ覚えていくようにするこ
とや、せっかく少しですがスムーズに英語で会話をす
ることができるようになったので、それを確実に自分
の武器にする為にも、英会話スクールに通い始めよう
かと思っています。
3．総　括
　今回の研究を通じての大きな成果は、語学を学ぶには、自分の意思を伝えるというコミュニ
ケーション能力を高めることが必要なのだということを 2 週間の学びで、派遣した学生が理解
してくれたことである。世の中には、「英語が話せたらいいのになぁ」と、あきらめを込めた
願望を言う人が多くいるが、自分の知らない世界のことを教えてくれる外国人との会話の楽し
さを知っている人はどれだけいるだろうか。楽しいと分かれば、それが動機付けとなって、努
力が引き出され成果が出るはずである。
　人と人とのふれあいという人間性も磨くことが出来た結果を見るに、1 人でも多くの学生が
外国人と会話を楽しむことができるようになることを実現できるように、今後も、今回のよう
な留学機会の提供を推進する企画を考えていきたい。
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